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研究成果の概要（和文）：シェーンベルクに先んじて十二音技法を創出したヨーゼフ・マティーアス・ハウアーは、「
機械的」「感覚的」「自然な」聴習慣や創作を否定し、「非感覚的」「精神的」聴取や作曲を志向していた。ハウアー
による、自然倍音列ではなく中立的に「調律された」等分平均律に依拠した「無調」の音楽は、作曲された音楽そのも
のというより、いかに音楽的合法則性を直観的に確保できるかという精神的営為の謂であり、それこそがハウアーにと
って「純粋な」音楽であった。

研究成果の概要（英文）：Comparing the discourse of Josef Matthias Hauer about music to other discourse of 
the same era, this research revealed that Hauer wasn't oriented to "mechanical", "sensory" and "natural" l
istening and composing, but to "non-sensory" and "intellectual." Hauer's "atonal music", that is, "pure mu
sic" which relied upon equal temperament as "neutral and "tempered," is a type of intellectual agency abou
t how man get the order of composition intuitively, rather than the music in itself. 
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様 式 Ｃ‐１９、Ｆ‐１９、Ｚ‐１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 シェーンベルクやハウアーが生きた 20 世
紀初頭という時代に独墺圏で出来した
Energetik という音楽美学思潮は、ゲーテ自
然学の影響下、知のアナーキズム的要素を
胚胎していた。公理的なものに依拠する近
代自然科学に対して、ゲーテ自然学は（例
えば「エネルギー」といった）「比喩」あ
るいはアナロジーを主たる方法としてお
り、またそれに備わった知のアナーキズム
的要素が、実証科学たらんとするアカデミ
ックな音楽学の中での Energetik の特異
な位置と呼応し合っている。そして、これ
は同時代、シェーンベルクに先駆けて 12 音
技法を着想し理論化したにもかかわらず、今
日不当にもその名が忘れられているヴィー
ンの作曲家ヨーゼフ・マティーアス・ハウア
ーの音楽理論が根ざす美学的思想にも通
底している。 
 しかし、Energetik が演奏や音楽教育の基
礎となる音楽美学として発想され「絶対音
楽」に依拠したのに対して、ハウアーの音
楽思想の場合は、作曲の前提となる音楽美
学として構想され、調性に代わる作曲様式
として「ノモス」と命名された無調音楽が
「純粋音楽」、ひいては音楽ではなく「12
音遊戯」として位置づけられていく点で大
きく異なる。 
 従来の音楽学研究では、こうした一見異
なる方向性をもつハウアーの創作美学を、
当時の音楽美学思潮と関連づけて考察す
る比較研究は皆無であった。 
 
２．研究の目的 
 
 前述のように、20 世紀前半シェーンベルク
に先駆けて 12 音技法を着想し理論化したに
もかかわらず、今日不当にもその名が忘れら
れているヴィーンの作曲家・音楽理論家ヨー
ゼフ・マティーアス・ハウアーについて、音
楽思想家としての再評価を試みる。 

 ハウアーは、12 音技法の創始者であるにも

かかわらず、例えば「片隅に生きる人」や「エ

キセントリックな作曲家」といったレッテル

を貼られている。しかし、同時代の文学者た

ちがハウアーの人物像やその思想に取材し、

自作においてさまざまな形でそれを取り込

んでいるということは、看過されるべきでは

ない。しかし、音楽学分野からも、そしてド

イツ文学分野からも、これに関する研究はな

されてこなかった。 

 そこで、本研究では、これまでのゲーテ自

然学との関連についての研究線上に連なる

当時ヴィーンで注目されていた芸術思想的

トピックがどのようにハウアーの音楽思想

に反映され、同時代人に影響を与えたかにつ

いて、特に文学、建築、美術との関係を中心

に、検証する。その際、ポイントとなるのは、

彼の提唱した「純粋音楽」としての「12 音遊

戯」という思想であり、それをその後の前衛

音楽が依拠する美学の一つの淵源として位

置づけることによって、その音楽思想史上で

の存在意義、すなわち音楽美学者としての立

ち位置を新たに措定することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
 
(1)まず、当時の他の芸術諸分野における思
想とハウアーの音楽思想との関連について
考察する。同時代の文学には、ハウアーをモ
デルとした登場人物が配された、フランツ・
ヴェルフェルの『鏡人 Spiegelmensch』
（1920 年）や『ヴェルディ Verdi』（1924 年）、
オットー・シュテッスルの『太陽の旋律 
Sonnenmelodie』（1923 年）、ヘルマン・ヘッ
セ『ガラス玉遊戯 Das Glasperlenspiel』
（1943 年）、トーマス・マン『ファウスト博
士 Doktor Faustus』（1947 年）などがあるが、
特にヘッセの『ガラス玉遊戯』とハウアーの
楽曲《十二音遊戯》との関連に着目し、当時
の芸術におけるトポスとしての〈ガラス〉や
〈結晶〉という視点から、両者の共通点につ
いて考察する。 
 
(2)次に、ハウアーの「純粋音楽」という思
想を、それまでの音楽における「絶対旋律」
観と比較することによって、その特殊性を明
らかにする。「絶対旋律」という術語は、20
世紀の旋律について、特にアントーン・フォ
ン・ヴェーベルンの点描主義的作品に当ては
めて語られることが多い。しかし、この「絶
対旋律」という概念は、「絶対音楽」という
概念と異なり、これまで系譜として概念史的
に考察されることはなかった。そこで、その
淵源（提唱者）としてのドイツ人作曲家リヒ
ャルト・ヴァーグナーの言説、「旋律におけ
る絶対的客観性」をもつ、いわば主観的意図
の表現要素を排した「純粋音楽」を志向する
ハウアーの作曲理論およびその前提となる
美学思想、そしてハウアーの同時代人でヴァ
ーグナー研究にこの概念を強調した、
Energetik の代表存在、音楽学者エルンス
ト・クルトの言説を取りあげ、その比較を行
う。 
 
(3)さらに、当時出てきた新しい音楽思想と
しての「雑音音楽」に関する様々な言説をハ
ウアーのそれと比較することによって、後者
の特色を明らかにする。そして、再び「雑音」
というキーワードをもとに、他の芸術諸分野、
特に文学（同時代人リルケ）との関連を探る。 
 
４．研究成果 
 
(1)まず、同時代の文学者パウル・シェーアバ
ルトや建築家ブルーノ・タウト、あるいはハ
ウアーと親交があった美術家ヨハネス・イッ
テンの思想に見られる〈ガラス〉や〈結晶〉



の概念について整理し、それらが当時の芸術
思想上のトポスである「純粋性」の象徴とな
っていることを確認し、ハウアーの言説にお
ける〈結晶〉概念の多用といった、純粋主義
的傾向の淵源がこれらと同根であることを明
らかにした。 
 さらに、こうした視点をふまえて、ヘッセ
とハウアーを比較考察し、改めてヘッセの
『ガラス玉遊戯』における〈ガラス玉遊戯〉
の同時発生、音楽と数学・天文学の結合、諸
「原則」の「発見」、古代中国思想への志向、
そして、新しい学問としての音楽学（音楽理
論）と瞑想の重視といった要素が、ハウアー
の音楽思想と寸分違わず一致することを明
らかにし、それがハウアーからの影響である
ことを証明することができた。特に、このこ
とは従来のヘッセ研究からは全く欠落して
いた視点であり、音楽学だけでなくドイツ文
学研究にも寄与できる研究成果である。 
 
(2)提唱者ヴァーグナーの言説では、きわめ
て現実的な対象イメージが設定されていた
「絶対旋律」は、19 世紀後半における芸術の
純粋化＝抽象化の流れにのって、ロッシーニ
のオペラ旋律や古典派の器楽といったその
具体的対象から（まさに「絶対的」の語源の
意味に即して）「切り離され」、20 世紀に入っ
て、ハウアーやクルトの音楽理論の中で、「理
念」として自立したことが明らかとなった。
つまり、ヴァーグナーの楽劇では、「絶対旋
律」は古代ギリシャのコロス的役割を与えら
れ、対象からの乖離を免れるが、ハウアーの
場合、それは敢えて現実の作曲とは明確な連
関を確認できない、いわばイデアとして独立
させられている。それは一般的な「旋律」概
念で捉えられるものではなく、最終的には、
（ゲーテのモルフォロギー的な意味での）根
本現象としての「音程」へと還元された。ハ
ウアーにとって、音程の本質とは動きであり、
音程は身ぶりである。運動とは身ぶりであり、
運動の身ぶりは精神的なるものに存してい
るため、音程は精神的運動ということになる。
こうしたハウアーの発想は、戦後セリー音楽
における諸要素のパラメータ化の先駆けと
も措定することができ、その作曲原理が明確
にその音楽美学思想に基づいている点で、す
ぐれて現代芸術におけるコンセプチュア
ル・アート的であることも明らかとなった。 
 
(3)当時、イタリア未来派による騒音音楽な
どが現われ、特に第１次大戦後は、「雑音」「騒
音」をめぐる言説が音楽だけでなく他の諸芸
術分野でも一つのトポスとして取り入れら
れていた状況を明らかにした。まず、これま
でに着目されることのなかった同時代の雑
音音楽についてのいくつかの言説を取りあ
げ、ハウアーの「雑音音楽」観と比較するこ
とによって、ハウアーが「機械的」「感覚的」
「自然な」聴習慣や創作を否定し、「非感覚
的」「精神的」聴取や作曲を志向していたこ

とを改めて浮き彫りにした。つまり、ハウア
ーによる、自然倍音列ではなく中立的に「調
律された」等分平均律に依拠した「無調」の
音楽は、作曲された音楽そのものというより、
いかに音楽的合法則性を直観的に確保でき
るかという精神的営為の謂であることが明
らかになった。 
 さらに、文学との関連では、こうした雑音
的なものの聴取に精神性を要請する姿勢が、
たとえば、同時代オーストリアの詩人リルケ
にも共通したものであることも指摘した。ハ
ウアーにとって雑音とはきわめて感覚的な
ものであり、それ自体としては排除されるべ
きものであるが、等分平均律に含まれるよう
な「調律された雑音」は聴き手の「精神」＝
「音楽的ファンタジー」によって緊張して
知的に把握されるとき、意味をもつ。リルケ
についても、「雑音」を精神性と結びつける
発想が、同時代人ハウアーときわめて近似し
ており、このことは（ハウアー研究において
も）全く知られていなかった。 
 
 まさに、「雑音」的なるものに秩序や合法
則性を求めることこそ，第１次大戦後という
荒廃し復興を目指す時代で要請された思想
であり、それは一方では音楽美学思潮
（Energetik）においては調性音楽における不
協和的「緊張」が産み出す「エネルギー」と
いった運動感覚表象の再評価と結びつくこ
とになったが、ハウアーの音楽美学の中では、
（感覚性を排除した）無調の、数学的に厳格
な 12 音技法およびそれによる作品を「ノモ
ス（法則／規範）」として措定することによ
って、第一次大戦後の無秩序な時代にあって、
精神的な秩序づけが目指された。創作された
楽曲自体についての価値よりは、そうした発
想による創作過程を経ること自体が重要視
されたのであり、それは、単なるモダニズム
というより、結果としての「作品」に拘る前
衛音楽がいつまでも到達できなかった、芸術
（音楽）の純粋化の帰結点であったと言える
のであり、それは現代の音楽美学として定位
されてしかるべきものであると言いうるの
である。 
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